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お
知
ら
せ

くらしの情報
「お知らせ」「募集」「講座」「催し」
「相談」など、暮らしに役立つ情報
をお届けします。

阿蘇市役所　☎ 22-3111
内牧支所　　☎ 32-1111
波野支所　　☎ 24-2001

パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
書
が
Ｐ
Ｃ

で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
に

　
パ
ス
ポ
ー
ト（
旅
券
）申
請
に
必
要

な
申
請
書
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ご
利
用
の
際
は
、外
務
省
が
開
設

す
る「
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
書
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
」の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。入
力
後
に
Ａ
４
用
紙

片
面
印
刷（
裏
面
は
白
紙
）を
行
い
窓

口
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
窓
口
に
備
え
付
け
の
申
請
書
も
今

ま
で
ど
お
り
使
用
で
き
ま
す
。

問
市
民
課
戸
籍
係

☎
２
２・３
１
３
５

平
成
31
年
阿
蘇
市
成
人
式

の
ご
案
内

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
成
人
式

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。新
成

人
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、あ
ら
か
じ
め
案
内

状
を
送
付
し
て
い

ま
す
。不
明
な
点

な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
１
月
13
日
㈰

　
午
後
１
時
開
式（
正
午
か
ら
受
付
）

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館

● 

対
象
者

▽ 

平
成
10
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

11
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

▽ 

阿
蘇
市
内
の
中
学
校
を
卒
業
さ

れ
た
人
及
び
阿
蘇
市
在
住
の
人

問
教
育
課
社
会
教
育
係

☎
２
２・３
２
２
９

消
費
税
ア
ッ
プ
に
備
え
よ
う

軽
減
税
率
対
策
補
助
金
の
ご
案
内

　

平
成
31
年
10
月
１
日
か
ら
消
費

税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
、同

時
に
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

　

中
小
企
業・
小
規
模
事
業
者
等
に

対
し
て
は
、複
数
税
率
対
応
レ
ジ
の

導
入
や
、受
発
注
シ
ス
テ
ム
の
改
修

等
が
必
要
に
な
る
場
合
に
、こ
れ
に

要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助
す
る

国
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

問
軽
減
税
率
対
策
補
助
金
事
務
局

☎
０
５
７
０・０
８
１・２
２
２
２

香
港
線
就
航
１
周
年
記
念

グ
ル
ー
プ
旅
行
助
成
事
業

　

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
に
就
航
し

て
１
年
と
な
る
香
港
線

利
用
に
対
し
、グ
ル
ー
プ

旅
行
助
成
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
す
。

冬
季
の
ご
旅
行
な
ど
に

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
事
前
申
請
が
必
要
）

●
助
成
金
額

　
一
人
片
道　
２
５
０
０
円

　
（
往
復
５
０
０
０
円
）

●
対
象
人
数　
２
～
５
人

●
助
成
対
象
期
間

　
11
月
15
日
㈭
～
３
月
28
日
㈭

※ 

グ
ル
ー
プ
構
成
人
数（
添
乗
員
を

含
ま
な
い
）の
半
数
以
上
が
熊
本

県
内
居
住
者
。

※ 

６
人
以
上
は
別
の
助
成
事
業
あ
り
。

問 

阿
蘇
く
ま
も
と
空
港
国
際
線
振
興

協
議
会（
熊
本
県
交
通
政
策
課
）

☎
０
９
６・３
３
３・２
１
６
５

熊
本
地
震
で
倒
壊
等
し
た
建
物

の
登
記
は
済
ん
で
い
ま
す
か
？

　

熊
本
地
方
法
務
局
で
は
、平
成
28

年
熊
本
地
震
に
よ
っ
て
倒
壊
等
し

た
建
物
を
、建
物
所
有
者
の
申
請
に

よ
ら
ず
に
登
記
官
の
職
権
で
建
物

取
壊
し
の
登
記
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

登
記
さ
れ
て
い

る
建
物
で
、建

物
の
全
部
が

解
体
等
に
よ

り
取
壊
さ
れ

た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、未
だ
取
壊
し
の
登
記
が

さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、こ
と
し
の

12
月
28
日
㈮
ま
で
に
、問
合
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

● 

こ
の
手
続
き
に
よ
る「
取
壊
し
の

登
記
」の
対
象
と
な
ら
な
い
建
物

　

震
災
に
よ
り
倒
壊
等
し
た
建
物

で
は
あ
る
が・・・

① 

建
物
の
破
損・
解
体
が
一
部
分
で

あ
る
場
合

② 

１
つ
の
登
記
記
録
に
２
棟
以
上
の

建
物（
例
え
ば
居
宅
と
物
置
な
ど
）

が
存
在
し
、そ
の
全
て
の
建
物
が

解
体
等
さ
れ
て
い
な
い
場
合

問
熊
本
地
方
法
務
局
復
興
事
業
対
策
室

 
☎
０
９
６・３
６
４・２
２
２
１

塗装・防水工事・メンテナンス

株式会社

〒869-2302

熊本県阿蘇市三久保448番地22

web    http;//www.aso-inoue.com/

E-mail info@aso-inoue.com

塗装内容

（屋根・壁・破風板・軒天・デッキ・塀・他）

防水内容

（雨漏れ調査・屋上・ベランダ・コーキング・他）

広
告



３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ

り
、１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▽ 

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の

学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

資
料
は
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
出
願
期
間

▽
第
１
回　
２
月
28
日
㈭
ま
で

▽
第
２
回　
３
月
17
日
㈰
ま
で

問
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
４
１・０
８
６
０

糖
尿
病
予
防
に
関
す
る
食

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

　

糖
尿
病
や
肥
満
予
防
の
た
め
、県

内
の
飲
食
店
な
ど
が
考
案
し
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
外
食
メ
ニ
ュ
ー
「
ブ
ル
ー

サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
」に
つ
い
て
の

講
演
や
熊
本
ホ
テ
ル
キ
ャ
ッ
ス
ル
の

取
り
組
み
な
ど
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
が
行
わ
れ
ま
す
。（
要
申
込
み
）

●
と
き　
12
月
13
日
㈭

　
午
後
２
時
～
午
後
３
時
半

● 
と
こ
ろ　
阿
蘇
の
司
ビ
ラ
パ
ー
ク

ホ
テ
ル

● 

対
象　
住
民
、飲
食
店・旅
館
業
等

保
育
士
と
し
て
５
年
間
継
続
勤
務

し
た
場
合
は
返
済
免
除

問
県
社
協
福
祉
人
材・研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
２
２・８
０
７
７

調
理
師
業
務
従
事
者
は
２
年

ご
と
に
届
け
出
が
必
要
で
す

　

就
業
し
て
い
る
調
理
師
は
、調
理

師
法
に
基
づ
き
２
年
ご
と
に
就
業
地

な
ど
に
関
す
る
届
出
が
必
要
で
す
。

● 
対
象　

平
成
30
年
12
月
31
日
現

在
、調
理
師
免
許
を
有
し
県
内
で

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
人

● 

配
布
場
所　
県
健
康
づ
く
り
推
進

課
、県
保
健
所
、熊
本
市
の
保
健
所

及
び
各
区
役
所
、山
鹿
市
役
所

●
提
出
期
限　
１
月
15
日
㈫

● 

提
出
先　
就
業
地
を
所
管
す
る
県

保
健
所(

山
鹿
保
健
所
を
除
く)

※ 

就
業
地
が
熊
本
市
の
人
は
熊
本
市
保

健
所
、山
鹿
市
の
人
は
山
鹿
市
役
所

問
阿
蘇
保
健
所

☎
２
４・９
０
３
６

首
都
圏
の
熊
本
県
出
身
学
生
寮

「
有
斐
学
舎
」入
寮
生
募
集

　
首
都
圏
の
大
学
に
通
う
熊
本
県
出

身
大
学
生
の
た
め
の
寮「
有
斐
学
舎
」が

平
成
31
年
度
入
寮
生
を
募
集
し
ま
す
。
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保
育
所
な
ど
へ
の
就
職
支
援

（
貸
付
）制
度
を
紹
介
し
ま
す

　

県
で
は
、保
育
所
な
ど
へ
の
就
職

や
復
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。保
育
士
資
格
を
お
持
ち
で
、今
後

保
育
士
と
し
て
県
内
の
保
育
所
な
ど

で
働
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
人
へ
の

貸
付
制
度
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●
保
育
料
の
一
部
貸
付

　
お
子
さ
ん
の
保
育
料
の
半
額

　
（
月
額
上
限
２
万
７
千
円 

最
長
１
年
）

●
保
育
士
就
職
準
備
金
貸
付

　
転
居
費
用
な
ど
の
就
職
準
備
金

　
（
上
限
40
万
円
）

※ 

ど
ち
ら
も
２
年
間
継
続
勤
務
し
た

場
合
は
返
済
免
除

問
県
社
協
福
祉
人
材・研
修
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６・３
２
２・８
０
７
７

保
育
士
を
目
指
す
学
生
へ
の

貸
付
制
度
を
紹
介
し
ま
す

　
県
で
は
保
育
士
を
目
指
す
学
生
の

支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。学
費

や
生
活
費
な
ど
貸
付
制
度
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

● 

対
象　
保
育
士
資
格
を
取
得
で
き

る
大
学・
短
大
や
専
門
学
校
な
ど

で
保
育
士
を
目
指
す
学
生

●
期
間　
２
年
間

●
金
額　
月
額
５
万
円
以
内

※ 

卒
業
後
、県
内
の
保
育
所
な
ど
で

募 

集

● 

所
在
地

　
埼
玉
県
志
木
市
柏
町
６-

27-

14

● 

対
象　
平
成
31
年
４
月
か
ら
首
都

圏
の
４
年
制
大
学
に
進
学
す
る
熊

本
県
出
身
の
男
子・女
子
学
生

● 

寮
費

▽
２
人
部
屋　
１
万
６
千
円
／
月

▽
１
人
部
屋　
２
万
２
千
円
／
月

　
電
気
料
金・食
費
は
実
費
。

●
入
舎
料

　
７
万
円（
入
舎
時
に
納
付
）

●
応
募
期
限

▽
第
１
回　
１
月
９
日
㈬

▽
第
２
回　
３
月
６
日
㈬

▽
第
３
回　
３
月
26
日
㈫

●
応
募
書
類
配
布
場
所

　
熊
本
県
県
政
情
報
文
書
課

☎
０
９
６・３
３
３・２
０
６
１

問（
公
財
）肥
後
奨
学
会
有
斐
学
舎

☎
０
４
８・４
７
３・７
５
９
１

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ

　

放
送
大
学
は
、平
成
31
年
度
第
１

期
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽ 

10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世

代
、約
９
万
人
の
学
生
が
大
学

を
卒
業
し
た
い
、学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、様
々
な
目
的
で

学
ん
で
い
ま
す
。

▽ 

心
理
学・
福
祉・
経
済・
歴
史・
文

学・
情
報・
自
然
科
学
な
ど
、約

関
係
者
、保
健
医
療
関
係
者
等

※ 

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
れ
た
人
に
は
、

12
月
～
２
月
に
別
途
開
催
す
る
ブ

ル
ー
サ
ー
ク
ル
メ
ニ
ュ
ー
試
食
会

参
加
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。（
対
象

店
舗：阿
蘇
温
泉
病
院
内
レ
ス
ト
ラ

ン
グ
ラ
シ
ア
ス
、四
季
見
茶
屋
、阿

蘇
フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
き
の
こ
亭
）

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
２
４・９
０
３
６

12 月 4日㈫～ 10日㈪は

人権週間

「思いやりの心」や「かけがえのない命」について、もう１度考えてみませんか？

考えよう　相手の気持ち
　未来へつなげよう　違いを認め合う心

催 

し



熊
本
県
子
ど
も
・
若
者
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー
出
張

相
談
会
in
阿
蘇

　

こ
れ
か
ら
の
将
来
が
不
安
、人
間

関
係
で
悩
ん
で
い
る
、学
校
に
行
け

な
い・
行
き
た
く
な
い
、学
校
を
辞

め
て
し
ま
っ
た
、働
く
気
が
お
き
な

い
等
、さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
や
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。本
人
は
も
ち
ろ
ん
、家

族
、関
係
者
で
も
大
丈
夫
で
す
。一

人
で
抱
え
込
ま
ず
、お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
12
月
6
日
㈭

　

 

10
時
～
16
時（
15
時
30
分
ま
で
に

ご
来
所
く
だ
さ
い
。）

● 

と
こ
ろ　
阿
蘇
市
就
業
改
善
セ
ン

タ
ー
相
談
室

●
料
金　
無
料

● 

対
象　
主
に
15
歳
～
39
歳
ま
で
の

人
と
そ
の
ご
家
族
、友
人
、知
人
、

支
援
者
な
ど

問 

熊
本
県
子
ど
も・
若
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー
～
こ
こ
ん
～　

　

 

熊
本
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

☎
０
９
６・３
８
７・７
０
０
０

（
月
～
金 

午
前
８
時
半
～
午
後
９
時
）

認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
や
家
族
、
地
域
住
民

が
気
軽
に
集
い
相
談
や
悩
み
を
語
り

合
う
憩
い
の
場
。

【
池
尻
団
地
集
会
所
】

●
と
き　
12
月
11
日
㈫・１
月
８
日
㈫

【
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
】

●
と
き　
12
月
12
日
㈬・１
月
９
日
㈬

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
正
午
）

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
２・５
１
２
２

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

　
心
の
悩
み
や
精
神
障
が
い
に
関
す

る
相
談
。

●
と
き　
12
月
11
日
㈫・１
月
８
日
㈫

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
所（
宮
地
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
阿
蘇
保
健
所
保
健
予
防
課

☎
２
４・９
０
３
６

あ
そ
若
者
就
労
相
談
会

　

就
労
に
つ
い
て
悩
ん
で
い
る
若
者

た
ち
を
就
労
に
向
え
る
よ
う
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

●
と
き　

12
月
10
日
㈪・26
日
㈪

　
午
後
１
時
～
午
後
４
時

●
と
こ
ろ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇

問
た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８・７
４・０
０
０
７
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相 

談

法
律
相
談

【
消
費
・
不
動
産
・
土
地
・
建
物
な
ど
】

●
と
き　
12
月
６
日
㈭

【
民
事・家
事・刑
事
な
ど
】

●
と
き　
1
月
10
日
㈭

（
い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
正
午
）

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
予
約
が
必
要
で
す
。

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
３
２・５
１
２
２

心
配
ご
と
相
談

　

日
常
生
活
の
悩
み
、心
配
ご
と
に

関
す
る
相
談
。

●
と
き　

12
月
６
日
㈭・20
日
㈭

　
1
月
10
日
㈭

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

問
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎
３
２・５
１
２
２

障
が
い
者
相
談

　
障
が
い
者
の
就
業
や
生
活
に
関
す

る
相
談
。

●
と
き　
12
月
18
日
㈫　

　
午
前
10
時
～
正
午

●
と
こ
ろ　
市
役
所
２
階
会
議
室

問
福
祉
課 

☎
２
２・３
１
６
７

年
金
出
張
相
談

　
年
金
請
求
の
手
続
き
や
受
給
し
て

い
る
年
金
に
つ
い
て
な
ど
、年
金
事

務
所
に
よ
る
相
談
。

【
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー
】

● 

と
き　
12
月
３
日
㈪・17
日
㈪

　
１
月
７
日
㈪

【
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
】

●
と
き　
12
月
10
日
㈪・13
日
㈭

（
い
ず
れ
も
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

※
予
約
が
必
要
で
す
。 

問
熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６・３
６
７・２
５
０
３

消
費
生
活
相
談

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
問
題

や
多
重
債
務
な
ど
の
相
談
。

● 

と
き　
12
月
５
日
㈬・19
日
㈬

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

市
役
所
内
牧
支
所

問
市
生
活
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
２
２・３
３
６
４

【大津側進捗】 【阿蘇側進捗】

1,833m/1,833m 1,729m/1,819m
100% 98%

1,715 m/1,839m 1,524m/1,820m
93%

国道 57 号北側復旧ルート
二 重 峠 ト ン ネ ル
工 事 進 捗 状 況

（11 月 1 日現在）

【全体進捗】 避難坑  掘削：3,562m/3,652m（98%） 
　　　　　本　坑  掘削：3,239m/3,659m（89%） 覆工：1,082 ｍ /3,659m（30％）

覆工完
638 ｍ

覆工完
444 ｍ

避難坑 L=3,652m

本   坑 L=3,659m
84%
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職　種
採用予定数 職務の概要など 受　験　資　格

一般事務
土木系事務職 市長部局等に勤務し、公共土

木全般に係る業務に従事。
昭和 63 年 4 月 2 日～平成 13 年 4 月 1 日生まれで、高校以上で土
木系の学部・学科を卒業、または平成 31 年 3 月に卒業見込み、も
しくは民間企業等の経験で土木系の専門知識・技能を有する人。1人程度

一般事務
身体障がい者対象 市長部局・議会・各種委員会

等に勤務し、行政事務に従事。
昭和 63 年 4 月 2 日～平成 13 年 4 月 1 日生まれで、身体障害者手
帳の交付を受け、活字文による出題と口頭による面接試験に対応で
きる人。2人程度

保育士 市長部局の保育所など、保育
業務に従事。

昭和 53 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士の資格を有する、
または平成 31 年 3 月末日までに取得する見込みの人。3人程度

市職員２次募集
平成 30 年度 募集期間 12月21日㊎

試 験 日 1月20日㊐（専門・教養、作文試験）
試験会場 一の宮保健センター２階会議室

●試験区分・受験資格など

●申込書の請求方法
直接取りに来る場合 阿蘇市役所 2 階 総務課人事係 に用意してあります。

郵送で請求する場合
封筒の表に「阿蘇市職員採用試験申込書請求」と朱書きし、140 円切手を貼った宛先明記の
返信用封筒（Ａ 4 サイズが入るもの）を同封の上、「〒 869-2695 阿蘇市役所　阿蘇市総務
課人事係」に請求してください。12 月 21 日㊎までの消印があるものに限り請求を受け付けます。

インターネットから
ダウンロードする場合

阿蘇市のホームページにアクセスして、申込書（PDF 形式）をダウンロードしてください
申請書はＡ 4 サイズの厚紙（官製はがき程度の厚さで白紙）を使用してください。

▷�上記試験の合格発表は、２月初旬にホームページに掲載し合格者のみに通知します。
　また、２月中旬頃に市役所で 2 次試験（面接など）を行います。

持参する場合 申込書に必要事項を記入して阿蘇市役所 2 階 総務課人事係 に提出してください。

郵送する場合
申込書に必要事項を記入して，折らずに入る封筒（角形２号）に申込書と受験票返送のた
めの返信用封筒 ( 長形 3 号封筒に宛先、郵便番号を明記、82 円切手貼付 ) を同封し、封筒
の表に「職員採用試験申込」と朱書して、必ず簡易書留で郵送してください。

●申込手続

１月２７日㊐は阿蘇市議会議員一般選挙の投票日です
投票できる人
平成３１年１月１９日調製の阿蘇市選挙人名簿に登録されている人
▶平成３０年１０月１９日までに本市に住民票が作成された人
▶平成１３年１月２８日までに生まれた人
ただし、転出した人、公民権を停止されている人は登録されていても投
票できません。

投票所入場券
投票所の入場券は、後日、各有権者へ郵送します。投票の際に各投票所
へお持ちください。
入場券は、選挙人に対し選挙期日等をお知らせするとともに、投票所で
選挙人名簿の本人照合をスムーズに行うためのものです。入場券が届
いていない場合やなくしてしまったときでも選挙人名簿に登録されて
いれば投票できますので、投票所で受付の係員に申し出てください。

問選挙管理委員会事務局　電話　２２－３２３９
寄附禁止のルールを守って
明るい選挙を実現しましょう


